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次 第 
 

 

１ 南海トラフ・周防灘断層群地震津波被害想定の見直しについて 

  （地震動、液状化、急傾斜地、津波浸水想定予測 等） 

 

２ 県内活断層に係る地震被害想定の見直しについて 

  （想定地震の候補、スケジュール） 

 

 

 

 

［配布資料］ 

 資料１  地震動及び液状化、急傾斜地予測の結果報告（速報） 

（参考資料-１） 地盤モデルの更新について 

（参考資料-２） 大規模盛土造成地の地盤モデル設定について 

 資料２  津波の想定に関する経過報告について 

 資料３  今後のスケジュールについて 

 資料４  県内活断層地震被害想定の見直しについて 

（別紙１）県内活断層地震被害想定に係る想定地震の候補について（案） 

（別紙２）想定地震の候補に係る断層等の位置図［イメージ］ 
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資料１

地震動及び液状化、急傾斜地予測

の結果報告（速報）

令和7年8月25日

第５回

山口県地震・津波防災対策検討委員会
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地震動及び液状化、急傾斜地予測の結果報告(速報)

（１）地震動の結果報告

（a）地盤関連

• 追加ボーリングデータ：収集完了

⇒ 国土地盤情報センター及び県・市町より計3,785本を収集。

（調査結果がN値50に到達していないもの、調査位置座標に

不備があるものを除く。）

• 地盤モデルの見直し：見直し完了

⇒ 収集したボーリングデータをもとに地盤モデルを更新。

➣ 地盤モデルの更新について（参考資料-1）

➣ 大規模造成盛土地の地盤モデルの設定（参考資料-2）



2

地震動及び液状化、急傾斜地予測の結果報告(速報)

（１）地震動の結果報告

（b）地震動予測関連

• 深部地盤モデル：適用モデルを変更。（参考資料-1）

⇒ V4（J-SHIS）から全国一次地下構造モデル（地震本部）に変更。

• 南海トラフ巨大地震：計算完了（データの精査等を行うため暫定結果）

⇒ 浅部地盤について、前回調査での簡便法による計算から詳細法

による計算に変更。

解析プログラムは精度が高く使用実績の多いDYNEQを使用。

• 周防灘断層帯想定地震：計算完了（データの精査等を行うため算定結果）

⇒ 解析プログラムは精度が高く使用実績の多いDYNEQを使用。
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陸側ケース 

 

 

【凡例】 
            

 震源域 

■ 強震動生成域 
  
<震度階> 

■ 2 

■ 3 

■ 4 

■ 5 弱 

■ 5 強 

■ 6 弱 

■ 6 強 

■ 7 
 

 

地震動及び液状化、急傾斜地予測の結果報告(速報)

• 地震動予測結果

①南海トラフ巨大地震(陸側ケース)

(暫定結果)

前回調査結果本調査結果

【凡例】 
            

 震源域 

■ 強震動生成域 
  
<震度階> 

■ 2 

■ 3 

■ 4 

■ 5 弱 

■ 5 強 

■ 6 弱 

■ 6 強 

■ 7 

 
震度 面積率(%)

7 －

6強 －

6弱 0.4

5強 7.5

5弱 26.2

4以下 65.9

震度 面積率(%)

7 －

6強 －

6弱 1.9

5強 12.7

5弱 32.0

4以下 53.4
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陸側ケース 

 

 

【凡例】 
            

 震源域 

■ 強震動生成域 
  
<震度階> 

■ 2 

■ 3 

■ 4 

■ 5 弱 

■ 5 強 

■ 6 弱 

■ 6 強 

■ 7 
 

 

地震動及び液状化、急傾斜地予測の結果報告(速報)

• 地震動予測結果

①南海トラフ巨大地震(陸側ケース)

(暫定結果)

前回調査結果本調査結果

R6国被害想定

<震度階> 

■ 2 

■ 3 

■ 4 

■ 5 弱 

■ 5 強 

■ 6 弱 

■ 6 強 

■ 7 

 

本調査

(R7県見直し)
R6国被害想定

前回調査

(H26山口県)

下関市 4 5弱 5弱

宇部市 5弱 5強 5強

山口市 5弱 5強 5強

萩市 5弱 5弱 5弱

防府市 5弱 5強 5強

下松市 5弱 5強 5強

岩国市 6弱 6弱 6弱

光市 5強 6弱 5強

長門市 4 5弱 5弱

柳井市 6弱 6弱 6強

美祢市 5弱 5弱 5弱

周南市 5強 6弱 5強

山陽小野田市 5弱 5強 5弱

周防大島町 6弱 6弱 6弱

和木町 6弱 6弱 6弱

上関町 6弱 6弱 6弱

田布施町 5強 6弱 6弱

平生町 5強 6弱 6弱

阿武町 5弱 5強 5強

市町村名

最大震度
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【凡例】 

□ 境界（市町） 

□ 境界（県） 

★ 破壊開始点 

- - - 断層 

■ 強震動生成域 
  
<震度階> 

■ 2 

■ 3 

■ 4 

■ 5 弱 

■ 5 強 

■ 6 弱 

■ 6 強 

■ 7 
 

 

地震動及び液状化、急傾斜地予測の結果報告(速報)

• 地震動予測結果

②周防灘断層帯_主部区間(南から破壊開始)

(暫定結果)

本調査結果 前回調査結果

震度 面積率(%)

7 －

6強 0.4

6弱 2.7

5強 9.2

5弱 24.0

4以下 63.7

震度 面積率(%)

7 0.1未満

6強 0.8

6弱 3.0

5強 8.6

5弱 17.4

4以下 70.2

【凡例】 

□ 境界（市町） 

□ 境界（県） 

★ 破壊開始点 

- - - 断層 

■ 強震動生成域 
  
<震度階> 

■ 2 

■ 3 

■ 4 

■ 5 弱 

■ 5 強 

■ 6 弱 

■ 6 強 

■ 7 
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【凡例】 

□ 境界（市町） 

□ 境界（県） 

★ 破壊開始点 

- - - 断層 

■ 強震動生成域 
  
<震度階> 

■ 2 

■ 3 

■ 4 

■ 5 弱 

■ 5 強 

■ 6 弱 

■ 6 強 

■ 7 
 

 

地震動及び液状化、急傾斜地予測の結果報告(速報)

• 地震動予測結果

②周防灘断層帯_主部区間(南から破壊開始)

(暫定結果)

本調査結果

前回調査結果

<震度階> 

■ 2 

■ 3 

■ 4 

■ 5 弱 

■ 5 強 

■ 6 弱 

■ 6 強 

■ 7 

 

本調査

(R7県見直し)

前回調査

(H26山口県)

下関市 6弱 5強

宇部市 6弱 6強

山口市 6強 6強

萩市 5弱 5弱

防府市 6強 6強

下松市 5強 6弱

岩国市 5弱 4

光市 5強 5強

長門市 5弱 5弱

柳井市 5弱 5弱

美祢市 5強 5強

周南市 6強 6弱

山陽小野田市 5強 5強

周防大島町 4 4

和木町 4 4

上関町 5弱 5強

田布施町 5弱 5弱

平生町 5弱 5弱

阿武町 5弱 4

市町村名

最大震度
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地震動及び液状化、急傾斜地予測の結果報告(速報)

（２）液状化危険度予測の結果報告

• 液状化危険度予測：計算完了（データの精査等を行うため暫定結果）

⇒ 第3回検討委員会おいて、南海トラフ巨大地震については、地
震動特性による特性値Cwを0.8に設定（東北地方太平洋沖地震
の実績を元に千葉県で使用された値）したが、道路橋示方書で
示されているCw＝1.0とした。

➣ 本調査で準拠する道路橋示方書（平成29年度版）において、

東北地方太平洋沖地震の事例分析結果を踏まえて液状化判定

式の見直しが行われていること、また、国（中央防災会議）

よる南海トラフ巨大地震の検討においてもCw＝1.0を用いて

いることから、これらに合わせ変更した。
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【凡例】 
            

 震源域 

■ 強震動生成域 
  
<液状化危険度> 

■ 30<PL 

■ 15<PL≦30 

■ 5<PL≦15 

■ 0<PL≦5 

■ PL=0 

■ 対象外 
 

 

地震動及び液状化、急傾斜地予測の結果報告(速報)

• 液状化危険度予測結果(PL値)

①南海トラフ巨大地震(陸側ケース)

(暫定結果)

前回調査結果本調査結果

R6国被害想定

PL値 面積率(%)

 30＜PL 0.6

 15＜PL≦30 1.0

  5＜PL≦15 1.0

  0＜PL≦5 2.0

     PL＝0 95.5

PL値 面積率(%)

 30＜PL 0.6

 15＜PL≦30 0.5

  5＜PL≦15 0.6

  0＜PL≦5 1.4

     PL＝0 96.9

面積率(%)

 30＜PL 0.1未満

 15＜PL≦30 0.6

  5＜PL≦15 0.8

  0＜PL≦5 1.4

     PL＝0 97.1:液状化危険度はかなり低い

PL値

:液状化危険度が極めて高い

:液状化危険度はかなり高い

:液状化危険度は高い

:液状化危険度は低い

<液状化危険度> 

■ 30<PL 

■ 15<PL≦30 

■ 5<PL≦15 

■ 0<PL≦5 

■ PL=0 

■ 対象外 
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【凡例】 

□ 境界（市町） 

□ 境界（県） 

★ 破壊開始点 

- - - 断層 

■ 強震動生成域 
  
<液状化危険度> 

■ 30<PL 

■ 15<PL≦30 

■ 5<PL≦15 

■ 0<PL≦5 

■ PL=0 

■ 対象外 
 

 

地震動及び液状化、急傾斜地予測の結果報告(速報)

• 液状化危険度予測結果(PL値)

②周防灘断層帯_主部区間(南から破壊開始)

(暫定結果)
PL値 面積率(%)

 30＜PL 0.6

 15＜PL≦30 0.7

  5＜PL≦15 1.2

  0＜PL≦5 1.9

     PL＝0 95.6
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地震動及び液状化、急傾斜地予測の結果報告(速報)

• 液状化危険度予測結果(沈下量)

①南海トラフ巨大地震(陸側ケース)

(暫定結果)

 

 

【凡例】 
            

 
震源域 

■ 強震動生成域 
  
<沈下量> 

■ 0.5≦S 

■ 0.3≦S<0.5 

■ 0.1≦S<0.3 

■ 0<S<0.1 

■ S=0 

  対象外 
 

 

前回調査結果本調査結果

R6国被害想定沈下量(m) 面積率(%)

 0.5≦S －

 0.3≦S＜0.5 0.1未満

 0.1≦S＜0.3 0.9

 0.0≦S＜0.1 1.9

      S＝0.0 97.1

沈下量(m) 面積率(%)

 0.5≦S －

 0.3≦S＜0.5 －

 0.1≦S＜0.3 0.8

 0.0≦S＜0.1 3.7

      S＝0.0 95.5

沈下量(m) 面積率(%)

 0.5≦S －

 0.3≦S＜0.5 0.1未満

 0.1≦S＜0.3 0.9

 0.0≦S＜0.1 2.2

      S＝0.0 96.9

<沈下量> 

■ 0.5≦S 

■ 0.3≦S<0.5 

■ 0.1≦S<0.3 

■ 0<S<0.1 

■ S=0 

  対象外 
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【凡例】 

□ 境界（市町） 

□ 境界（県） 

★ 破壊開始点 

- - - 断層 

■ 強震動生成域 
  
<沈下量> 

■ 0.5≦S 

■ 0.3≦S<0.5 

■ 0.1≦S<0.3 

■ 0<S<0.1 

■ S=0 

  対象外 
 

 

地震動及び液状化、急傾斜地予測の結果報告(速報)

• 液状化危険度予測結果(沈下量)

②周防灘断層帯_主部区間(南から破壊開始)

(暫定結果) 沈下量(m) 面積率(%)

 0.5≦S －

 0.3≦S＜0.5 0.4

 0.1≦S＜0.3 1.1

 0.0≦S＜0.1 2.9

      S＝0.0 95.6



12

地震動及び液状化、急傾斜地予測の結果報告(速報)

（3）急傾斜地危険度予測の結果報告

• 急傾斜地危険度予測：計算完了（データの精査等を行うため暫定結果）

⇒ 1_急傾斜地崩壊危険箇所：11,372箇所（対策工実施箇所1,387箇所を除く）

2_地すべり危険箇所 ： 221箇所（対策工実施箇所67箇所を除く）

3_山腹崩壊危険地区 ： 1,983箇所（対策工実施箇所387箇所を除く）

➣ 対策工実施箇所は評価対象外とし，耐震ランクと地震動予測計算より

算定される地表面の震度との組合わせから各対象箇所の危険度ランク

(A、B、C)を予測した。相対的なランクであるが、以下のように定義

される。
危険度ランク 危険度 

A 発生する可能性が高い 

B 発生する可能性がある 

C 発生する可能性は低い 
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【凡例】 
            

 
震源域 

■ 強震動生成域 
  
<危険度ランク> 

● 危険度：A 

● 危険度：B 

● 危険度：C 
 

 

地震動及び液状化、急傾斜地予測の結果報告(速報)

• 急傾斜地危険度予測結果（1_急傾斜地崩壊危険箇所）

①南海トラフ巨大地震(陸側ケース)

(暫定結果)

本調査結果 前回調査結果

危険度ランク 箇所数 割合(%)

A 147 1.3

B 895 7.9

C 10330 90.8

合 計 11372 100.0

危険度ランク 箇所数 割合(%)

A 402 3.4

B 1376 11.5

C 10168 85.1

合 計 11946 100.0

<危険度ランク> 

● 危険度：A 

● 危険度：B 

● 危険度：C 
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【凡例】 

□ 境界（市町） 

□ 境界（県） 

★ 破壊開始点 

- - - 断層 

■ 強震動生成域 
  
<危険度ランク> 

● 危険度：A 

● 危険度：B 

● 危険度：C 
 

 

地震動及び液状化、急傾斜地予測の結果報告(速報)

• 急傾斜地危険度予測結果（1_急傾斜地崩壊危険箇所）

②周防灘断層帯_主部区間(南から破壊開始)

(暫定結果)
危険度ランク 箇所数 割合(%)

A 198 1.7

B 763 6.7

C 10411 91.6

合 計 11372 100.0
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【凡例】 
            

 震源域 

■ 強震動生成域 
  
<危険度ランク> 

● 危険度：A 

● 危険度：B 

● 危険度：C 
 

 

地震動及び液状化、急傾斜地予測の結果報告(速報)

• 急傾斜地危険度予測結果（2_地すべり危険箇所）

①南海トラフ巨大地震(陸側ケース)

(暫定結果)

危険度ランク 箇所数 割合(%)

A 14 6.4

B 33 14.9

C 174 78.7

合 計 221 100.0

危険度ランク 箇所数 割合(%)

A 31 10.7

B 58 19.9

C 202 69.4

合 計 291 100.0

本調査結果 前回調査結果
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【凡例】 

□ 境界（市町） 

□ 境界（県） 

★ 破壊開始点 

- - - 断層 

■ 強震動生成域 
  
<危険度ランク> 

● 危険度：A 

● 危険度：B 

● 危険度：C 
 

 

地震動及び液状化、急傾斜地予測の結果報告(速報)

• 急傾斜地危険度予測結果（2_地すべり危険箇所）

②周防灘断層帯_主部区間(南から破壊開始)

(暫定結果)
危険度ランク 箇所数 割合(%)

A 10 4.5

B 22 10.0

C 189 85.5

合 計 221 100.0
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【凡例】 
            

 震源域 

■ 強震動生成域 
  
<危険度ランク> 

● 危険度：A 

● 危険度：B 

● 危険度：C 
 

 

地震動及び液状化、急傾斜地予測の結果報告(速報)

• 急傾斜地危険度予測結果（3_山腹崩壊危険地区）

①南海トラフ巨大地震(陸側ケース)

(暫定結果)

危険度ランク 箇所数 割合(%)

A 45 2.3

B 199 10.0

C 1739 87.7

合 計 1983 100.0

危険度ランク 箇所数 割合(%)

A 91 4.3

B 256 12.0

C 1787 83.7

合 計 2134 100.0

本調査結果 前回調査結果
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【凡例】 

□ 境界（市町） 

□ 境界（県） 

★ 破壊開始点 

- - - 断層 

■ 強震動生成域 
  
<危険度ランク> 

● 危険度：A 

● 危険度：B 

● 危険度：C 
 

 

地震動及び液状化、急傾斜地予測の結果報告(速報)

• 急傾斜地危険度予測結果（3_山腹崩壊危険地区）

②周防灘断層帯_主部区間(南から破壊開始)

(暫定結果)
危険度ランク 箇所数 割合(%)

A 72 3.6

B 172 8.7

C 1739 87.7

合 計 1983 100.0
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【 地盤モデルの更新について 】 

 

１．収集したボーリング本数 

本調査において、国土地盤情報センター、県、各市町より収集したボーリングデータ

は、計 3,785 本（調査結果が N 値 50 に到達していないもの、調査位置座標の不備がある

ものを除く。図 1-1参照）であり、各地盤モデルとボーリングデータ位置を集計すると、

図 1-2のとおりとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 収集したボーリングデータ位置  

参考資料-１ 
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図 1-2(1) 地盤モデルごとのボーリング本数  
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図 1-2(2) 地盤モデルごとのボーリング本数  
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図 1-2(3) 地盤モデルごとのボーリング本数  
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図 1-2(4) 地盤モデルごとのボーリング本数  

0

10

20

30

40

50

60

70

80

S
N

3
1
8

S
N

3
1
9

S
N

3
2
0

S
N

3
2
1

S
N

3
2
2

S
N

3
2
3

S
N

3
2
4

S
N

3
2
5

S
N

3
2
6

S
N

4
0
1

S
N

7
0
1

S
N

7
0
2

S
N

7
0
3

S
N

7
0
4

S
N

7
0
5

S
N

7
0
6

S
N

7
0
7

S
N

8
0
1

S
N

8
0
2

S
N

8
0
3

S
N

8
0
4

S
N

8
0
5

S
N

8
0
6

S
N

8
0
7

S
N

8
0
8

S
N

8
0
9

S
N

8
1
0

S
N

8
1
1

S
N

8
1
2

S
N

8
1
3

ボ
ー
リ
ン
グ
本
数
（
本
）

R6_県

R6_市町

R6_地盤情報センター

前回調査収集分

周南市

0

10

20

30

40

50

60

70

80

S
N

8
1
4

S
N

8
1
5

S
N

8
1
6

S
N

9
0
1

S
N

9
0
2

S
N

9
0
3

S
U

3
0
1

S
U

3
0
2

S
U

4
0
1

S
U

4
0
2

S
U

4
0
3

S
U

4
0
4

S
U

4
0
5

S
U

4
0
6

S
U

7
0
1

S
U

7
0
2

S
U

8
0
1

U
B

3
0
1

U
B

3
0
2

U
B

3
0
3

U
B

3
0
4

U
B

3
0
5

U
B

3
0
6

U
B

4
0
1

U
B

4
0
2

U
B

7
0
1

U
B

7
0
2

U
B

7
0
3

U
B

7
0
4

U
B

7
0
5

ボ
ー
リ
ン
グ
本
数
（
本
）

R6_県

R6_市町

R6_地盤情報センター

前回調査収集分

周南市 周防大島町 宇部市

0

10

20

30

40

50

60

70

80

U
B

8
0
1

U
B

8
0
2

U
B

8
0
3

U
B

8
0
4

U
B

8
0
5

W
G

3
0
1

W
G

4
0
1

W
G

7
0
1

W
G

8
0
1

W
G

8
0
2

Y
M

3
0
1

Y
M

3
0
2

Y
M

3
0
3

Y
M

3
0
4

Y
M

3
0
5

Y
M

3
0
6

Y
M

3
0
7

Y
M

3
0
8

Y
M

3
0
9

Y
M

3
1
0

Y
M

3
1
1

Y
M

3
1
2

Y
M

3
1
3

Y
M

3
1
4

Y
M

3
1
5

Y
M

3
1
6

Y
M

3
1
7

Y
M

3
1
8

Y
M

3
1
9

Y
N

3
0
1

ボ
ー
リ
ン
グ
本
数
（
本
）

R6_県

R6_市町

R6_地盤情報センター

前回調査収集分

宇部市 和木町 山口市 柳井市

0

10

20

30

40

50

60

70

80

Y
N

3
0
2

Y
N

3
0
3

Y
N

3
0
4

Y
N

3
0
5

Y
N

3
0
6

Y
N

3
0
7

Y
N

3
0
8

Y
N

3
0
9

Y
N

3
1
0

Y
N

3
1
1

Y
N

3
1
2

Y
N

3
1
3

Y
N

3
1
4

Y
N

4
0
1

Y
N

4
0
2

Y
N

4
0
3

Y
N

7
0
1

Y
N

7
0
2

Y
N

7
0
3

Y
N

7
0
4

Y
N

7
0
5

Y
N

7
0
6

Y
N

7
0
7

Y
N

7
0
8

Y
N

8
0
1

Y
N

8
0
2

Y
N

8
0
3

Y
N

8
0
4

Y
N

8
0
5

Y
N

8
0
6

Y
N

9
0
1

ボ
ー
リ
ン
グ
本
数
（
本
）

R6_県

R6_市町

R6_地盤情報センター

前回調査収集分

柳井市



6 

２．地盤モデル更新方針 

本調査で収集したボーリングデータをもとに地盤モデルの更新を行う。 

内閣府の南海トラフ巨大地震の地表面震度分布は、ボーリングデータがあるメッシュ

は AVS30（地表より地下 30m までの平均 S 波速度）により、ボーリングがないメッシュ

は微地形区分により地盤増幅率を求めており、AVS30 が地表面震度に大きな影響を与え

ると考えられる。 

よって、本調査における地盤モデルの更新は AVS30 をもとに行う。前回調査で使用し

た地盤モデルの AVS30 と本調査で収集したボーリングデータの各深度での平均 VS をも

とに算出した AVS30 より、以下の手順に沿って地盤モデルの更新を行う。 

①地盤モデル更新後の AVS30 の値を以下の式により求める。 

AVS30aft＝(AVS30H24×nH24＋AVS30R6×nR6)／(nH24＋nR6) 

ここに、   

AVS30aft : 更新後の AVS30（m/s） 

AVS30H24 : 前回調査地盤モデルより算出した AVS30（m/s） 

nH24 : 前回調査時のボーリング本数（本） 

AVS30R6 : 本調査で収集したボーリングデータより算出した AVS30（m/s） 

nR06 : 本調査で収集したボーリング本数（本） 

②AVS30aftとAVS30H24を比較し、値が異なれば更新対象の地盤モデルとして抽出する。 

③更新前の地盤モデルの基盤層（N 値≧50 で岩盤または礫）と本調査で収集したボー

リングデータの基盤層（N≧50）を比較し、本調査で収集したボーリングデータにお

いて優勢な基盤層が異なれば基盤層を更新する（岩盤⇒礫、または礫⇒岩盤） 

④更新前の地盤モデルの層厚の比率は変更せず（ただし、最小の層厚は 50cm とする）、

各層に同一の倍率を乗じて層厚を変更し、AVS30aft と一致させる。 

※各層の N 値、S 波速度等の物性は変更しない。 

 

上記の手順をフローチャートとした図を図 1-2に示す。 
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図 1-2 地盤モデルの更新フロー 

  

START 

地盤ﾓﾃﾞﾙごとに AVS30aft を算定 

END (更新不要) AVS30aft＝AVS30H24 

地盤ﾓﾃﾞﾙ基盤 
＝優勢ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ基盤 

一致 

不一致 

一致 

不一致 

地盤ﾓﾃﾞﾙの基盤を更新 

各層へ同一の倍率を 
乗じて層厚を更新 

END 

AVS30aft と一致 

収集したﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀから 
AVS30R6 を算定 

既往地盤モデルの 
AVS30H24 を算定 
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３．地盤モデル更新例 

（更新前地盤モデル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（更新前地盤モデルの AVS30H24 の算出） 

・AVS30H24＝{1.0×171＋6.5×137＋2.0×145＋450×(30.0－1.0－6.5－2.0)}／30.0＝353 

 

（本調査で収集したボーリングデータ） 

 

 

 

（本調査で収集したボーリングデータの AVS30R6 の算出） 

・AVS30R6＝Average(121,169,195,179,155,186,231,190,229,231,267,319,353,353,357,362, 

374,373,371,380,399,460,540,470,466,502,502,494,570,600)＝347 

 

（更新後地盤モデルの AVS30aft の算出） 

・AVS30aft＝(353×1 本＋347×5 本)／(1 本＋5 本)＝348 

 

（地盤モデル更新必要性の確認） 

・AVS30H24≠AVS30aft より、地盤モデルの更新が必要 

  

ファイル名

ID 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

BED00553832 192.8 192.8 213.5 201.6 136.8 177.9 145.4 160 177.9 136.8 188.1 201.6 220.7 213.5 192.8

BED00553833 188.1 209.7 192.8 127 145.4 192.8 201.6 188.1 188.1 201.6 183.2 177.9 192.8 192.8 237

BED00553834 50 100.8 205.7 192.8 183.2 172.4 188.1 192.8 188.1 177.9 172.4 166.4 153 160 160

BED00553835 50 160 183.2 205.7 166.4 242.9 450 286.6 450 450 600 600 600 600 600

BED00553836 126 181.7 181.7 171 144.2 144.2 172.4 127 145.4 192.8 192.8 450 600 600 600

Average 121 169 195 179 155 186 231 190 229 231 267 319 353 353 357

深度ごとのVS

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

217.2 227.5 237 251.3 228.9 261.7 266.6 450 261.7 256.6 261.7 450 450 450 600

201.6 242.9 240 240 271.3 245.8 233.9 450 290.7 275.9 450 264.2 220.7 600 600

192.8 201.6 191.3 166.4 201.6 290.7 600 600 600 600 600 600 600 600 600

600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600

600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600

362 374 373 371 380 399 460 540 470 466 502 502 494 570 600

深度ごとのVS

地盤ﾓﾃﾞﾙ番号 HG708
地下水位深さ (GL.m) 1.5

深度 土質 地質 N値 Vs γ D50 FC
(GL.m) 分類 区分 (回) (m/s) (tf/m3) (mm) (%)

1.0 表土 Um 5 171 1.50 0.02 80
6.5 砂 Us 5 137 1.80 0.35 10
2.0 礫 Ls 6 145 1.90 - -

- 砂礫 Lm 50 450 1.90 - -
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（本調査で収集したボーリングデータの基盤層の確認） 

 

 

 

上表より、各ボーリングデータの最深度の地質はすべて岩盤であり、岩盤が優勢で

ある。 

地盤モデルの基盤層は砂礫であり、異なるため岩盤へ更新する。 

 

（地盤モデルの更新（層厚の更新）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・更新前の地盤モデルの各層の層厚に同じ倍率を乗じる（イメージの場合：1.74）。 

・倍率を乗じた後の AVS30 を計算（348）し、AVS30aft と比較、一致するため更新完 

了。 

 

  

ファイル名

ID 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

BED00553832 砂礫 砂礫 砂礫 砂礫 砂礫 砂礫 礫混じり砂 礫混じり砂 砂 砂

BED00553833 砂礫 砂礫 砂礫 シルト混じり砂 砂 砂 砂 砂 砂 砂

BED00553834 砂 砂 砂礫 砂礫 砂礫 砂礫 礫混じり砂 礫混じり砂 礫混じり砂 礫混じり砂

BED00553835 砂 礫混じり砂 礫混じり砂 砂礫 砂礫 砂礫 砂礫 砂礫 玉石混じり砂礫 玉石混じり砂礫

BED00553836 砂質シルト 砂質シルト 砂質シルト 砂質シルト 砂質シルト 砂質シルト シルト混じり砂礫 シルト混じり砂礫 シルト混じり砂礫 シルト混じり砂礫

深度ごとの地質区分

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

砂 砂 砂 砂 砂 砂 礫混じり砂 砂礫 礫混じり砂 シルト

砂 砂 砂 砂 砂礫 砂礫 砂礫 砂礫 砂礫 砂礫

礫混じり砂 砂 砂 砂 砂 礫混じり砂 礫混じり砂 粘土 礫混じり砂 礫混じり砂

花崗岩 花崗岩 花崗岩 花崗岩 花崗岩 - - - - -

玉石混じり砂礫 玉石混じり砂礫 花崗閃緑岩 花崗閃緑岩 花崗閃緑岩 花崗閃緑岩 花崗閃緑岩 花崗閃緑岩 - -

深度ごとの地質区分

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

玉石混じり砂礫 玉石混じり砂礫 玉石混じり砂礫 玉石混じり砂礫 玉石混じり砂礫 玉石混じり砂礫 玉石混じり砂礫 玉石混じり砂礫 玉石混じり砂礫 花崗岩

玉石混じり砂礫 玉石混じり砂礫 玉石混じり砂礫 玉石混じり砂礫 玉石混じり砂礫 玉石混じり砂礫 玉石混じり砂礫 玉石混じり砂礫 花崗岩 花崗岩

礫混じり砂 花崗岩 花崗岩 花崗岩 花崗岩 花崗岩 花崗岩 - - -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

深度ごとの地質区分

地盤ﾓﾃﾞﾙ番号 HG708
地下水位深さ (GL.m) 1.5

深度 土質 地質 N値 Vs γ D50 FC
(GL.m) 分類 区分 (回) (m/s) (tf/m3) (mm) (%)

1.7 表土 Um 5 171 1.50 0.02 80
11.3 砂 Us 5 137 1.80 0.35 10
3.5 礫 Ls 6 145 1.90 - -

- 基盤岩 B 50 600 2.00 - -

倍率 1.74 AVS30 348 地盤モデル 比率
348 目標AVS30 1
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４．更新後の地盤モデル分布 

AVS30 の更新前後の比較図を図 2-1に示す。 

更新対象となったのは本調査でボーリングデータが入手できた 228 モデルであり、こ

の 228 モデルのうち、AVS30 が大きくなったモデルは 134 モデル、小さくなったモデル

は 90 モデル、一致するモデルは 4 モデルである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 更新前後の AVS30 の比較 

 

 

５．深部地盤モデルの変更 

地震応答解析における深部地盤モデルについては、第 3 回検討委員会において J-SHIS

が公開している地盤モデル（V4）を適用することとしていたが、国（中央防災会議）が

実施した南海トラフ巨大地震に対する被害想定において山口県の地盤モデルが全国一

次地下構造モデルであるため、本調査においても全国一次地下構造モデルを適用するこ

ととする。 

 



1-1 

 

【 大規模盛土造成地の地盤モデル設定について 】 
 

１．県内の大規模盛土造成地指定箇所 

山口県内の大規模盛土造成地指定箇所を図 1-1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 大規模盛土造成地指定箇所（緑ハッチング） 

 

市町より収集した大規模盛土造成地カルテによると山口県では、1,009 箇所が大規

模盛土造成地として指定されており、下関市が 646箇所と最も多い。 

  

参考資料-２ 
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２．大規模盛土造成地の地盤モデル設定方法 

大規模盛土造成地を含むメッシュは、新規に地盤モデルを設定する。地盤モデルの

設定方針は下記のとおりとする。 

①大規模盛土造成地の地盤モデル番号は、頭文字をとって「DM901」とする。 

②大規模盛土造成地のうち、対象盛土の厚さデータがあるのは下関市のみである。

下関市における大規模盛土造成地の盛土高さ（下図イメージ）の平均値は 15.6m

であり、県内全ての大規模盛土造成地の平均高さは 16.3mである。 

下関市の平均高さと県内全体の平均高さはほぼ同等であり、県内の大規模盛土造成

地の 6割以上が下関市に集中しているため、下関市の大規模盛土造成地の平均厚さ

5.3mを県内すべての大規模盛土造成地の代表値として設定するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 盛土の高さの計測イメージ 

 

③大規模盛土造成地の地盤モデルは、「山地」の地盤モデルである地盤モデル「0」

の上層に盛土層を追加したモデルとする。この時、盛土層の N値は盛土の一般的

な N値（5～10）より、安全側に N＝5とする。その他の物性値（Vs、γ、D50、

FC）については、既往の設定方法と同様、Vsは道路橋示方書に示される N値－Vs

関係式，その他は盛土（Um）を「砂質土」として道路橋示方書の一般値で設定す

る。 

④地下水位は、本調査で収集したボーリングデータのうち、大規模盛土造成地上で

実施されているボーリングデータ（5本、図 2-2参照）の地下水位の平均値より

G.L.－2.2mで設定する。 

⑤設定した大規模盛土造成地の地盤モデル「DM901」は下記のとおりである。 

  地盤ﾓﾃﾞﾙ番号 DM901
地下水位深さ (GL.m) 2.2
層厚 土質 地質 N値 Vs γ D50 FC 深度
(m) 分類 区分 (回) (m/s) (tf/m3) (mm) (%) (GL.m)

5.3 盛土 Um 5 137 1.80 0.35 10 5.3
4.5 砂(風化土) Um 20 217 1.80 0.35 10 9.8

- 基盤岩 B 50 600 2.00 - -
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図 2-2 大規模盛土造成地上のボーリング位置 

 



資料２

津波の想定に関する経過報告ついて

令和7年8月25日

第5回

山口県地震・津波防災対策検討委員会



2

本資料の内容

➢計算モデル
本資料で示す試算に用いた計算モデル

１．計算対象範囲
２．地形モデル（暫定版）
３．粗度モデル（完了）
４．堤防モデル（暫定版）

➢山口県における堤防の耐震性調査の実施状況

➢暫定モデルを用いた試算
暫定の計算モデルを用いて試算を実施
➡ 本委員会の意見を元に、最終計算に向けた計算モデルの修正を行う

１．試算条件（潮位、津波断層モデル、平水流量等）
２．試算結果（浸水範囲、浸水面積、沿岸の津波高さ）

➢今後の方針



計算モデル
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計算範囲の設定

2430m、810m、270m、90m、30m、10m、5mの計算範囲を設定

計算対象範囲

計算範囲（30m、90m、270m、810m、2430mメッシュ領域）



5

計算範囲の設定

前回調査では最小メッシュサイズは10mであった。今回、津波の河川遡上を考慮
する河川が位置する範囲は、最小メッシュサイズを5mを設定する。

計算対象範囲

計算範囲（5m、10mメッシュ領域）
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計算範囲の設定

1280m, 640m, 320m, 160m, 80m, 40m, 20m, 10mの計算範囲を設定

【前回調査】計算対象範囲

計算範囲（320m, 640m, 1280mメッシュ領域）
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計算範囲の設定

最小メッシュサイズ10mの範囲を取り囲むように、10m以上のメッシュサイズの
範囲が設定されている。

計算範囲（10m,20m,40m,80,160,メッシュ領域）

【前回調査】計算対象範囲

沿岸領域１ 沿岸領域２ 沿岸領域３

沿岸領域６沿岸領域５沿岸領域４
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地形データの更新方法

前回浸水想定の地形データに対し、以下のデータを用いてデータの更新

・国土地理院基盤地図情報 5m メッシュデータ
・各自治体および中国地方整備局より提供を受けたデータ

計算モデル（地形）

前回浸水想定および基盤地図情報の地形データの比較

基盤地図情報前回浸水想定

0m地帯の標高
が確認できる

基盤地図情報前回浸水想定

前回浸水想
定時は標高
値の精度が
低い

1000

2000

0

標高(m)
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地形データの更新（暫定版） 全体図

地形データ（5mメッシュ領域）

5mメッシュ領域

1000

2000

0

標高(m)

計算モデル（地形）
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地形データの更新（暫定版） 全体図

地形データ（10mメッシュ領域）

10mメッシュ領域

1000

2000

0

標高(m)

計算モデル（地形）
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【参考】前回（山口県H25）データ(10mメッシュ領域）

10mメッシュ領域

1000

2000

0

標高(m)

地形データ（10mメッシュ領域）

計算モデル（地形）
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前回調査地形データの更新（暫定版） 全体図

地形データ（10mメッシュ領域）

10mメッシュ領域

計算モデル（地形）

標高差分

1.0m

-1.0m

標高差分＝今回－前回
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粗度データ

建物ポリゴンデータを用いて、1メッシュあたりの建物占有率に応じた粗度係数
を与えることで、より現況に近い建物用地を再現する。収集したデータは以下。

➢基盤地図情報（基本項目）
・建物ポリゴンデータを整理し、建物占有率の算出に使用

➢高解像度土地利用土地被覆図
・建物用地以外の粗度係数の設定に使用
・公開元：宇宙航空研究開発機構 (JAXA) 地球観測研究センター(EORC)

建物ポリゴンデータ 高解像度土地利用
土地被覆図

計算モデル（粗度）
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粗度データ

建物ポリゴンデータを用いて、1メッシュあたりの建物占有率に応じた粗度係数
を与えることで、より現況に近い建物用地を再現する。

高解像度土地利用被覆図

建物ポリゴン 粗度係数

小谷ほか(1998)に
従い人工構造物以外
に粗度係数を付与

広域図

建物が密集する地点では
大きい粗度係数が付与される

計算モデル（粗度）
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前回浸水想定データおよび収集データによる粗度データの比較

収集データにより粗度データを整理することで、以下が反映される。

・建物用地：前回浸水想定では、小谷ほか(1998)における低密度居住地（粗度
0.040、図中の黄色）が目立つ。一方で、収集データより作成した
粗度データでは、中密度居住地（粗度0.060、図中の橙色）および
高密度居住地（粗度0.080、図中の赤色）についても反映される。

・建物用地以外：最新のデータに更新される。

収集データより作成
した粗度データ

前回調査

現況の建物状況に
応じて大きい粗度
係数が付与される。

粗度データの比較（山陽小野田市・宇部市周辺）

※100m精度のデータから作成 ※10m精度のデータから作成

計算モデル（粗度）
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粗度データの更新（完了） 全体図

5mメッシュ領域

粗度データ（5mメッシュ領域）

計算モデル（粗度）
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粗度データの更新（完了） 全体図

10mメッシュ領域

粗度データ（10mメッシュ領域）

計算モデル（粗度）
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【参考】前回（山口県H25）データ(10mメッシュ領域）

10mメッシュ領域

粗度データ（10mメッシュ領域）

計算モデル（粗度）
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現況堤防データの更新

各管理者から提供を受けた報告書や図面をもとに堤防天端高の更新を行う。

計算モデル（堤防）

出典：提供を受けた台帳等から抜粋

位置図

標準断面図

沖浦港
T.P.0.00m＝C.D.L.1.83m

天端高：7.10
（C.D.L. m）

例：秋防潮堤（周防大島町）
天端高：6.00（C.D.L. m）⇒天端高：7.10（C.D.L. m）に嵩上げ

更新作業中の堤防データ

※数字は天端高（T.P.m）

天端高：5.27
（T.P. m）に更新
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堤防データの更新 全体図 現況高

堤防データ（5mメッシュ領域）

計算モデル（堤防）
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堤防データの更新 全体図 現況高

堤防データ（10mメッシュ領域）

計算モデル（堤防）
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堤防データの更新 全体図 地震後高

堤防データ（5mメッシュ領域）

計算モデル（堤防）
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堤防データの更新 全体図 地震後高

堤防データ（10mメッシュ領域）

計算モデル（堤防）



山口県における
堤防の耐震性調査の実施状況の整理
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概要

出典：津波浸水想定の設定の手引き Ver.2.11

「津波浸水想定の設定の手引き」における耐震性調査の位置づけ

堤防の耐震性調査が実施され、調査に関する資料が…
・ある場合：調査資料に記載の沈下量を反映。
・ない場合：コンクリート構造物は地震と同時に比高0まで沈下。

盛土構造物は75%沈下。越流と同時に破壊 。

➡ 山口県における堤防の耐震性調査の実施状況とその内容を整理した。
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山口県における耐震性調査の状況

過年度に実施されている耐震性調査の確認

・山口県において、これまで実施された耐震性調査の内容は、レベル１地震動
（東南海・南海地震等）を対象、または、調査年次が古く本調査で対象とする
最大クラスの地震と整合しない。

耐震性調査が実施されている地点

・河川構造物に関する調査年次：H8
・海岸構造物に関する調査年次：H19～R5
➡対象地震はL1地震動
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堤防の沈下量の設定（佐波川）

河川管理者へ確認した結果、佐波川の地震後の堤防モデルは最大クラスの地震に
対し、75%の沈下量を設定する。

出典：佐波川右岸耐震点検外業務報告書（H26.3、株式会社建設技術研究所）

堤防天端高（T.P.m）

堤防高さH（m）

最大沈下量Smax（m）
（=0.75H）

佐波川の河川堤防にはSmax
で示される75%沈下量を設定
する。

直轄河川の耐震性調査の状況
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出典：津波浸水想定の設定の手引き Ver.2.11

耐震性調査の状況を踏まえた方針

・山口県の各種施設はパターン２またはパターン３となる。

本調査における沈下量の設定
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前回調査の破壊条件の考え方は以下である。

【参考】前回調査の各種施設の破壊条件

H24山口県

地震による破壊

各種施設は地震発生直後（津波来襲前）に、
➢ パラペット等の全高が消失する。※1

➢ 土提、水門、樋門の天端高の75%が沈下する。※2

➢ 大規模な水門※3については、100%の機能消失とする。

津波による破壊
越流時点で
➢ 堤防、水門、樋門等の100%が消失する。※4

各種施設の破壊条件の考え方

※1 ：パラペット等とは、10mメッシュデータで表現できない幅の狭い構造物を示す。
※2 ：パラペット等を除く土提部分の75%が沈下するものとする。

水門、樋門についても、隣接堤防と同等の沈下が生じるものとする。
※3 ：10mメッシュデータで表現できる程度の大規模な水門については、100%の機能消失とする。
※4 ：パラペット等を含め、堤防の100%が消失するものとする。水門、樋門についても同様とする。



暫定モデルを用いた試算
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前回調査との整合性を鑑みて、下記のとおりの計算条件を設定する。

試算条件

項目 H25山口県※1 本調査

想定地震
南海トラフ最大クラス※2

（ケース①、②、⑤、⑩、⑪）
周防灘断層群主部

南海トラフ最大クラス
（ケース①、②、⑤、⑩、⑪）
周防灘断層群主部

地殻変動量 考慮（陸域隆起なし）

計算メッシュサイズ
1280m、 640m、 320m、 160m、 80m、
40m、20m、10mのネスティング

2430m、810m、270m、90m、
30m、10m、5mのネスティング

最小計算メッシュサイズ 10m 10m、5m

初期潮位（T.P.） 1.04m、1.58m、1.81m

再現計算時間 12時間

前回調査および本調査の計算条件

※1 ：平成25年度 地震・津波被害想定設定業務委託 第1工区
※2 ：内閣府（H24）：南海トラフの巨大地震モデル検討会（第2次報告）

https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/model/ 
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試算パターン

・以下のパターンを設定し、試算を行った。

・各パターンの試算結果および前回調査の結果を比較した。

・試算結果を受けて、最終計算に向けた計算モデルや計算条件修正を行う。

試算条件

試算の条件設定

パターン① パターン② パターン③ パターン④

最小メッシュ
サイズ

10m 5m 10m 5m

施設設定条件
・堤防高：地震後高
・越流破堤あり

・堤防高：地震後高
・越流破堤あり

・堤防高：現況高
・越流破堤あり

・堤防高：現況高
・越流破堤あり

備考
津波浸水想定の設定
の手引き Ver.2.11に

準拠

津波浸水想定の設定
の手引き Ver.2.11に

準拠

内閣府2025の
施設設定に準拠

内閣府2025の
施設設定に準拠
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南海トラフ巨大地震

・前回調査では、内閣府「南海トラフの巨大地震モデル検討会（二次報告）」
（以降、内閣府[2012]）の11ケースの試算結果を基に、瀬戸内海沿岸に
最大クラスの津波をもたらすと想定される５つの津波断層モデルを選定した。

・2025年に内閣府の津波浸水想定が更新された（以降、内閣府[2025]）。

・内閣府[2012]から内閣府[2025]にかけて津波断層モデルは変更されておらず、
津波発生に係る外力の変更はない。

➡したがって、南海トラフ巨大地震は、今回も同じ津波断層モデルを使用する。

試算条件（津波断層モデル）

出典：
内閣府「南海トラフの巨大地震
モデル検討会」（二次報告）

「駿河湾～紀伊半島沖」に大すべり域 「紀伊半島沖」に大すべり域 「四国沖～九州沖」に大すべり域

「三重県南部沖～徳島県沖」と「足摺岬沖」に大すべり域 「室戸岬沖」と「日向灘」に大すべり域

ケース① ケース⑤ケース②

ケース⑩ ケース⑪
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計算範囲の設定

前回調査では、山口県の海岸保全施設等の設計に用いる朔望平均満潮位を基に、
同程度の潮位を設定した。

➡検討委員会の意見や、山口県の海岸保全基本計画の変更に係る技術検討会
での朔望平均満潮位の検討結果を踏まえ、潮位を設定

試算条件（初期潮位）

初期潮位1.81m

初期潮位1.04m

初期潮位1.58m

初期潮位（前回調査、10mメッシュ領域）
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【参考】第３回海岸保全基本計画変更に係る技術検討会（令和7年2月19日）
の検討内容（抜粋）

試算条件（初期潮位）

出典：第３回 山口県海岸保全基本計画変更に係る技術検討会

・朔望平均満潮位は現行計画値を踏襲する。
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【参考】第３回海岸保全基本計画変更に係る技術検討会（令和7年2月19日）
の検討内容（抜粋）

試算条件（初期潮位）

出典：第３回 山口県海岸保全基本計画変更に係る技術検討会
朔望平均満潮位は、「海岸・河川事業における設計潮位
（瀬戸内海沿岸）について,2003年」、「日本海沿岸の
潮位基準の改訂について,2008年」から設定。
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河川平水流量の設定概要

・検討委員会での意見等を踏まえて、河川遡上を考慮すべきと判断された河川は、
河川流量のデータを収集し河川平水流量を設定する。

・設定した平水流量を用いて不等流計算を実施し、津波浸水予測計算における河道
内初期水位の設定を行う。現在、流量データを整理中である。

計算条件（河川平水流量）

不等流計算による河川の初期水位の設定
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河川平水流量を設定する河川

・検討委員会での意見等を踏まえて、山口県内の31河川に対し、平水流量を設定し、
不等流計算を実施することとした。現在、流量データを整理中である。

計算条件（河川平水流量）

河川平水流量を設定する河川

NO 等級 水系 河川 NO 等級 水系 河川

1
１級河川

佐波川水系 佐波川 17

２級河川

夜市川水系 夜市川

2 小瀬川水系 小瀬川 18 富田川水系 富田川

3

２級河川

神田川水系 神田川 19 西光寺川水系 西光寺川

4 浜田川水系 浜田川 20 末武川水系 末武川

5 木屋川水系 木屋川 21 平田川水系 平田川（下松）

6 厚狭川水系 厚狭川 22 玉鶴川水系 玉鶴川

7 有帆川水系 有帆川 23 切戸川水系 切戸川

8 厚東川水系 中川 24 島田川水系 島田川

9 厚東川水系 厚東川 25 田布施川水系 田布施川

10 真締川水系 真締川 26 大内川水系 大内川

11 椹野川水系 椹野川 27 土穂石川水系 土穂石川

12 南若川水系 南若川 28 柳井川水系 柳井川

13 佐波川水系 横曾根川 29 平田川水系 平田川（岩国）

14 馬刀水系 馬刀川 30 錦川水系 錦川（門前川）

15 柳川水系 柳川 31 錦川水系 錦川（今津川）

16 勘場水系 勘場川



試算結果
（前回調査との試算結果の比較）
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南海トラフ巨大地震 ケース１（1/2）

本調査堤防モデル：パターン① 地震後高

試算結果（浸水範囲・前回調査計算結果との比較）

本調査
対象

本調査
（パターン①：地震後高）

本調査
対象

※1 平成25年度 地震・津波被害想定設定業務委託 第1工区

前回調査
（山口県H25※1）

本資料は暫定であり、今後変わり得ることに御留意ください。
本資料は南海トラフ巨大地震のみを対象とした試算結果です。周防灘断層群主部を含みません。
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南海トラフ巨大地震 ケース１（2/2）

本調査堤防モデル：パターン① 地震後高

試算結果（浸水範囲・前回調査計算結果との比較）

本調査
（パターン①：地震後高）

※1 平成25年度 地震・津波被害想定設定業務委託 第1工区

前回調査
（山口県H25※1）

本資料は暫定であり、今後変わり得ることに御留意ください。
本資料は南海トラフ巨大地震のみを対象とした試算結果です。周防灘断層群主部を含みません。
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南海トラフ巨大地震 ケース２（1/2）

本調査堤防モデル：パターン① 地震後高

試算結果（浸水範囲・前回調査計算結果との比較）

本調査
対象

本調査
（パターン①：地震後高）

本調査
対象

※1 平成25年度 地震・津波被害想定設定業務委託 第1工区

前回調査
（山口県H25※1）

本資料は暫定であり、今後変わり得ることに御留意ください。
本資料は南海トラフ巨大地震のみを対象とした試算結果です。周防灘断層群主部を含みません。
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南海トラフ巨大地震 ケース２（2/2）

本調査堤防モデル：パターン① 地震後高

試算結果（浸水範囲・前回調査計算結果との比較）

本調査
（パターン①：地震後高）

※1 平成25年度 地震・津波被害想定設定業務委託 第1工区

前回調査
（山口県H25※1）

本資料は暫定であり、今後変わり得ることに御留意ください。
本資料は南海トラフ巨大地震のみを対象とした試算結果です。周防灘断層群主部を含みません。
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南海トラフ巨大地震 ケース５（1/2）

本調査堤防モデル：パターン① 地震後高

試算結果（浸水範囲・前回調査計算結果との比較）

本調査
対象

本調査
（パターン①：地震後高）

本調査
対象

※1 平成25年度 地震・津波被害想定設定業務委託 第1工区

前回調査
（山口県H25※1）

本資料は暫定であり、今後変わり得ることに御留意ください。
本資料は南海トラフ巨大地震のみを対象とした試算結果です。周防灘断層群主部を含みません。
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南海トラフ巨大地震 ケース５（2/2）

本調査堤防モデル：パターン① 地震後高

試算結果（浸水範囲・前回調査計算結果との比較）

本調査
（パターン①：地震後高）

※1 平成25年度 地震・津波被害想定設定業務委託 第1工区

前回調査
（山口県H25※1）

本資料は暫定であり、今後変わり得ることに御留意ください。
本資料は南海トラフ巨大地震のみを対象とした試算結果です。周防灘断層群主部を含みません。
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南海トラフ巨大地震 ケース１０（1/2）

本調査堤防モデル：パターン① 地震後高

試算結果（浸水範囲・前回調査計算結果との比較）

本調査
対象

本調査
（パターン①：地震後高）

本調査
対象

※1 平成25年度 地震・津波被害想定設定業務委託 第1工区

前回調査
（山口県H25※1）

本資料は暫定であり、今後変わり得ることに御留意ください。
本資料は南海トラフ巨大地震のみを対象とした試算結果です。周防灘断層群主部を含みません。
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南海トラフ巨大地震 ケース１０（2/2）

本調査堤防モデル：パターン① 地震後高

試算結果（浸水範囲・前回調査計算結果との比較）

本調査
（パターン①：地震後高）

※1 平成25年度 地震・津波被害想定設定業務委託 第1工区

前回調査
（山口県H25※1）

本資料は暫定であり、今後変わり得ることに御留意ください。
本資料は南海トラフ巨大地震のみを対象とした試算結果です。周防灘断層群主部を含みません。
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南海トラフ巨大地震 ケース１１（1/2）

本調査堤防モデル：パターン① 地震後高

試算結果（浸水範囲・前回調査計算結果との比較）

本調査
対象

本調査
（パターン①：地震後高）

本調査
対象

※1 平成25年度 地震・津波被害想定設定業務委託 第1工区

前回調査
（山口県H25※1）

本資料は暫定であり、今後変わり得ることに御留意ください。
本資料は南海トラフ巨大地震のみを対象とした試算結果です。周防灘断層群主部を含みません。
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南海トラフ巨大地震 ケース１１（2/2）

本調査堤防モデル：パターン① 地震後高

試算結果（浸水範囲・前回調査計算結果との比較）

本調査
（パターン①：地震後高）

※1 平成25年度 地震・津波被害想定設定業務委託 第1工区

前回調査
（山口県H25※1）

本資料は暫定であり、今後変わり得ることに御留意ください。
本資料は南海トラフ巨大地震のみを対象とした試算結果です。周防灘断層群主部を含みません。
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浸水深分布の凡例の変更

「津波浸水想定設定の手引き Ver.2.11」に浸水深分布図の閾値や配色の
が示されているため、本調査ではこれに従った浸水分布図を作成する。

前回調査（山口県H25※1） 本調査

参照手引き
津波浸水想定設定の手引き

Ver.2.00
津波浸水想定設定の手引き

Ver.2.11

凡例

津波浸水想定図の凡例の変更

出典：津波浸水想定（瀬戸内沿岸）について（解説）
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/6/12639.html

※1 平成25年度 地震・津波被害想定設定業務委託 第1工区
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南海トラフ巨大地震 最大包絡（1/2）

本調査堤防モデル：パターン① 地震後高

試算結果（浸水範囲・前回調査計算結果との比較）

本調査
対象

本調査
（パターン①：地震後高）

本調査
対象

前回調査
（山口県H25※1）

本資料は暫定であり、今後変わり得ることに御留意ください。
本資料は南海トラフ巨大地震のみを対象とした試算結果です。周防灘断層群主部を含みません。

出典：山口県津波浸水想定図（瀬戸内海沿岸） 全体図
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/6/12639.html

※1 平成25年度 地震・津波被害
想定設定業務委託 第1工区
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南海トラフ巨大地震 最大包絡（2/2）

本調査堤防モデル：パターン① 地震後高

試算結果（浸水範囲・前回調査計算結果との比較）

本資料は暫定であり、今後変わり得ることに御留意ください。
本資料は南海トラフ巨大地震のみを対象とした試算結果です。周防灘断層群主部を含みません。

本調査
（パターン①：地震後高）

前回調査
（山口県H25※1）

出典：山口県津波浸水想定図（瀬戸内海沿岸） 全体図
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/6/12639.html

※1 平成25年度 地震・津波被害
想定設定業務委託 第1工区
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1cm以上 30cm以上 1m以上 2m以上 5m以上 10m以上

下関市 637 554 445 243 4 -

宇部市 610 536 309 60 - -

山口市 1666 1491 1101 489 - -

防府市 1022 906 696 319 - -

下松市 90 52 24 11 - -

岩国市 1573 1377 876 252 - -

光市 82 59 35 16 - -

柳井市 474 406 217 45 - -

周南市 494 364 169 34 - -

山陽小野田市 830 768 612 405 ＊ -

周防大島町 455 366 205 68 - -

和木町 71 56 20 3 - -

上関町 116 105 74 29 - -

田布施町 157 128 50 7 - -

平生町 373 291 133 19 - -

合計 8650 7459 4966 2000 4 0

浸水面積（ヘクタール）［浸水深毎］
市町名

南海トラフ巨大地震 最大包絡

試算結果（浸水面積・前回調査計算結果との比較）

前回調査

＊：1ha以下の浸水有、-：浸水なし 浸水面積は四捨五入で表示しているため、合計が合わない場合がある。

前回調査（山口県H25）の浸水深毎の浸水面積（ヘクタール）

本資料は暫定であり、今後変わり得ることに御留意ください。
本資料は南海トラフ巨大地震のみを対象とした試算結果です。周防灘断層群主部を含みません。
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1cm以上 30cm以上 1m以上 2m以上 5m以上 10m以上

下関市 682 584 412 207 1 -

宇部市 734 622 367 75 ＊ -

山口市 1745 1554 1110 437 ＊ -

防府市 1105 958 705 322 2 -

下松市 185 118 49 25 ＊ -

岩国市 1673 1462 942 271 ＊ -

光市 114 86 53 30 ＊ -

柳井市 527 466 278 83 ＊ -

周南市 622 486 265 85 ＊ -

山陽小野田市 912 831 680 433 ＊ -

周防大島町 541 432 241 92 ＊ -

和木町 74 63 26 3 - -

上関町 162 149 115 55 - -

田布施町 192 163 72 12 ＊ -

平生町 440 373 193 40 ＊ -

合計 9709 8347 5507 2170 4 0

浸水面積（ヘクタール）［浸水深毎］
市町名

南海トラフ巨大地震 最大包絡

本資料は暫定であり、今後変わり得ることに御留意ください。
本資料は南海トラフ巨大地震のみを対象とした試算結果です。周防灘断層群主部を含みません。

試算結果（浸水面積・前回調査計算結果との比較）

本調査

＊：1ha以下の浸水有、-：浸水なし 浸水面積は四捨五入で表示しているため、合計が合わない場合がある。

本調査（パターン①：地震後高）の浸水面積（ヘクタール）
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市町名
浸水深30cm以上の浸水面積（ヘクタール）

内閣府H24※1 内閣府R7※2 H25山口県※3 本調査【試算】

下関市 200 310 554 584

宇部市 20 50 536 622

山口市 170 140 1491 1554

防府市 70 140 912 958

下松市 60 80 52 118

岩国市 50 90 1377 1462

光市 40 90 59 86

柳井市 90 430 406 466

周南市 280 350 364 486

山陽小野田市 60 50 768 831

周防大島町 140 310 367 432

和木町 - * 56 63

上関町 60 160 105 149

田布施町 30 110 128 163

平生町 30 140 291 373

合計 1300 2450 7459 8347

南海トラフ巨大地震 最大包絡

本資料は暫定であり、今後変わり得ることに御留意ください。
本資料は南海トラフ巨大地震のみを対象とした試算結果です。周防灘断層群主部を含みません。

試算結果（浸水面積・各調査計算結果との比較）

浸水面積比較

＊：1ha以下の浸水有、-：浸水なし 浸水面積は四捨五入で表示しているため、合計が合わない場合がある。

各調査の浸水面積比較（浸水深30cm以上）（ヘクタール）

※１：内閣府（R7）
：南海トラフ巨大地震対策検討

ワーキンググループ
https://www.bousai.go.jp/jishin/
nankai/taisaku_wg_02/index.html

※２：内閣府（H24）
：南海トラフの巨大地震モデル

検討会（第2次報告）
https://www.bousai.go.jp/jishin/
nankai/model/ 

※３：平成25年度 地震・津波被害
想定設定業務委託 第1工区
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試算結果（浸水面積・前回調査計算結果との比較）

浸水面積 1cm以上

本資料は暫定であり、今後変わり得ることに御留意ください。
本資料は南海トラフ巨大地震のみを対象とした試算結果です。周防灘断層群主部を含みません。

南海トラフ巨大地震 最大包絡

前回調査※１および本調査の浸水面積比較比較［浸水深毎］（ヘクタール）

浸水面積 30cm以上 浸水面積 1m以上 浸水面積 2m以上

※1 平成25年度 地震・津波被害想定設定業務委託 第1工区
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沿岸の津波高さ（1/3）

試算結果
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下関市 山口市宇部市 防府市山陽小野田市
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地
区
）

三
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（
中
関
地
区
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本調査

START END

【周防灘断層】

縦ずれのみ 横ずれあり

【南海トラフ地震(H24検討結果) 堤防なし】

case1 case5 case11

潮位1.81mとして
評価されている。

本資料は暫定であり、今後変わり得ることに御留意ください。
本資料は南海トラフ巨大地震のみを対象とした試算結果です。周防灘断層群主部を含みません。

沿岸の津波高さ（1/3）
前回調査（山口県H25※1）

※1 平成25年度 地震・津波被害想定設定業務委託 第1工区
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沿岸の津波高さ（1/3）

試算結果

本調査

【周防灘断層】

縦ずれのみ 横ずれあり

【南海トラフ地震(H24検討結果) 堤防なし】

case1 case5 case11

本資料は暫定であり、今後変わり得ることに御留意ください。
本資料は南海トラフ巨大地震のみを対象とした試算結果です。周防灘断層群主部を含みません。

沿岸の津波高さ（2/3）

START

END

前回調査（山口県H25※1）

※1 平成25年度 地震・津波被害想定設定業務委託 第1工区
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瀬戸内海沿岸【周防大島】
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START

END

沿岸の津波高さ（1/3）

試算結果

前回調査（山口県H25※1）

本調査

【周防灘断層】

縦ずれのみ 横ずれあり

【南海トラフ地震(H24検討結果) 堤防なし】

case1 case5 case11

本資料は暫定であり、今後変わり得ることに御留意ください。
本資料は南海トラフ巨大地震のみを対象とした試算結果です。周防灘断層群主部を含みません。

沿岸の津波高さ（3/3）

※1 平成25年度 地震・津波被害想定設定業務委託 第1工区



試算結果
（堤防モデルの違いによる計算結果の比較）
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南海トラフ巨大地震 最大包絡（1/2）

本調査堤防モデル：パターン③ 現況高(10m)
パターン① 地震後高(10m)

試算結果（浸水範囲・堤防モデルパターン別比較）

本調査
対象

本調査
（パターン①：地震後高）

本調査
対象

本資料は暫定であり、今後変わり得ることに御留意ください。
本資料は南海トラフ巨大地震のみを対象とした試算結果です。周防灘断層群主部を含みません。

前回調査
（パターン③：現況高）
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南海トラフ巨大地震 最大包絡（2/2）

本調査堤防モデル：パターン③ 現況高(10m)
パターン① 地震後高(10m)

試算結果（浸水範囲・堤防モデルパターン別比較）

本調査
（パターン①：地震後高）

本資料は暫定であり、今後変わり得ることに御留意ください。
本資料は南海トラフ巨大地震のみを対象とした試算結果です。周防灘断層群主部を含みません。

前回調査
（パターン③：現況高）



試算結果
（メッシュサイズの違いによる計算結果の比較）
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南海トラフ巨大地震 最大包絡（1/2）

本調査堤防モデル：パターン① 地震後高(10m)
パターン② 地震後高(5m)

試算結果（浸水範囲・メッシュサイズ別比較）

※各最小メッシュサイズの試算結果のいずれも5mメッシュ範囲内のみ表示

本資料は暫定であり、今後変わり得ることに御留意ください。
本資料は南海トラフ巨大地震のみを対象とした試算結果です。周防灘断層群主部を含みません。
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南海トラフ巨大地震 最大包絡（2/2）

本調査堤防モデル：パターン① 地震後高(10m)
パターン② 地震後高(5m)

試算結果（浸水範囲・メッシュサイズ別比較）

本資料は暫定であり、今後変わり得ることに御留意ください。
本資料は南海トラフ巨大地震のみを対象とした試算結果です。周防灘断層群主部を含みません。

※各最小メッシュサイズの試算結果の
いずれも5mメッシュ範囲内のみ表示



今後の方針
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今後の方針

➢周防灘断層群の津波計算

➢最終計算に向けた計算モデルの修正

➢浸水想定図の作成



今後のスケジュールについて

令和7年８月25日

第５回

山口県地震・津波防災対策検討委員会

資料３



1

山口県地震・津波被害想定調査の流れ

第6回検討委員会 被害想定結果（建物・人的被害等）、普及啓発資料（案）

第2回検討委員会 本調査における実施内容、前提条件、
自然条件・社会条件に関する手法、今後のスケジュールについて

第3回検討委員会 前提条件、地震動及び液状化・急傾斜地の経過報告、
津波の想定に関する経過報告について，今後のスケジュールについて

第7回検討委員会 被害想定結果、想定結果の活用案、普及啓発資料

第8回検討委員会 最終報告書（案）

第4回検討委員会 地震動及び液状化、急傾斜地の経過報告について、
普及啓発資料骨子について，今後のスケジュールについて

第5回検討委員会

地震動及び液状化、急傾斜地予測の結果報告（速報）（資料1）

津波の想定に関する経過報告について（資料2）

今後のスケジュールについて（資料3）



2

今後のスケジュール

検討
委員会

開催日 主な議題

第2回 2024年8月19日

・業務計画、実施内容の確認
・前提条件（想定ケース、季節時間、メッシュサイズ、対象河川等）
・想定地震
・自然条件、社会条件予測手法

第3回 2024年11月6日

・地震動、液状化、急傾斜地予測の経過報告
・津波計算用データ整理経過報告
・データ収集状況
・前提条件・手法の確定

第4回 2025年3月18日
・地震動、液状化、急傾斜地予測の経過報告
・普及啓発資料骨子

第5回 2025年8月25日
・地震動、液状化、急傾斜地予測結果
・津波浸水想定の経過報告

第6回 2025年秋頃
・被害想定結果概要（建物・人的被害等）【中間報告公表】
・普及啓発資料（案）

第7回
・被害想定結果
・想定結果の活用案
・普及啓発資料

第８回 2026年3月 ・最終報告書（案）



県内活断層地震被害想定の見直しについて 

１ 現行の想定地震［H20.3山口県地震被害想定調査報告書］ 

  16の地震（県内活断層）に係る被害想定で、想定地震の設定については、 

次のとおり。 

（１）主要な断層による地震 

  ＜最も切迫性の高い地震＞ 

   ・東南海・南海地震 

・安芸灘～伊予灘の地震 

  ＜県内で確認されている主な活断層等による地震＞ 

   ・大竹断層 

・菊川断層 

・大原湖断層 

・中央構造線断層帯 

（２）その他の断層による地震 

 ○ 「山口県の活断層」（2005）など、関連の資料に記載されている断層を 

候補として選定 

 ○ このうち、対象市町の代表地点として役場位置（建物・人口集中地）を

考え、各市町で地震動最大となる断層を抽出 

２ 見直しにおける想定地震の候補 

  現行の被害想定（H20.３）を基本に、次の地震を追加 

 ○ 地震調査研究推進本部で長期評価された活断層による地震 

 ○ 防予諸島沖（国東半島沖）の海底活断層による地震 

    ※詳細は、「別紙１」のとおり 

３ 今後のスケジュール 

 〇令和７年８月～11月頃：契約手続きの実施 

 〇令和７年 11月頃   ：想定地震の候補に係るデータ収集等開始 

              ⇒地震動予測の上、想定地震を設定 

 〇令和８年度中 11    ：県内活断層に係る地震被害想定の公表 

資料４ 



 

県内活断層地震被害想定に係る想定地震の候補について（案） 
 

地 震 
H 2 0 . ３ 
被害想定 

地震本部 
長期評価 

想 定 地 震 
の 候 補 

理 由 ・ 備 考 

東南海・南海地震 ○ ○ －  「南トラ・周防灘断層群地震津波被害想定」で実施 

安芸灘～伊予灘の地震 ○ ○ ○ ①  

大竹断層（小方－小瀬断層） ○ ○ ○ ② ※岩国－五日市断層帯 

菊川断層 ○ ○ ○ ③ 長期評価において、北部区間と南部区間が追加 

大原湖断層系(山口盆地北西縁断層) ○ ○ ○ ④ ※大原湖断層 

大原湖断層系(宇部東部断層＋下郷断層) ○ ○ ○ ⑤ ※小郡断層 

中央構造線断層帯（石鎚山脈北縁西部～伊予灘） ○ ○ ○ ⑥  

渋木断層 ○ － ○ ⑦  

厚狭東方断層 ○ － ○ ⑧  

萩北断層 ○ － ○ ⑨  

才ケ峠断層 ○ － ○ ⑩  

徳佐－地福断層 ○ ○ ○ ⑪ ※地福断層 

防府沖海底断層 ○ ○ －  「南トラ・周防灘断層群地震津波被害想定」で実施 

佐波川断層 ○ － ○ ⑫  

大河内断層 ○ ○ ○ ⑬ ※岩国－五日市断層帯 

日積断層 ○ － ○ ⑭  

安芸灘断層群 － ○ ○ ⑮  

広島湾－岩国沖断層帯 － ○ ○ ⑯  

宇部南方沖断層 － ○ －  「南トラ・周防灘断層群地震津波被害想定」で実施 

弥栄断層 － ○ ○ ⑰  

滝部断層 － ○ －  菊川断層との連動でずれたものとみられるため、菊川断層で一体的に実施 

奈古断層 － ○ ○ ⑱  

栄谷断層 － ○ ○ ⑲  

防予諸島沖の海底活断層 － － ○ ⑳ 産業技術総合研究所の調査（Ｒ６）等を踏まえ実施 

 

   

※は、左記の断層に相当する地震調査研究推進本部で長期評価された断層の名称 
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 想定地震の候補に係る断層等の位置図［イメージ］ 

【凡例】 

   H20.3 想定地震に係る断層等 

   R8  想定地震に係る新規断層等 
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